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（ ） 。 ，大規模かつ高精度なデータベース 書き言葉均衡コーパス の構築・開発に着手した また
敬語・敬意表現に関して，敬語使用の実態と変化についての経年調査を開始し，言葉遣い，
， ， ， 「 」 ，敬語 漢字 言葉の地域差に関して 全国規模の ことば 情報全国ネットワークを構築し
最新の「ことば」情報を迅速かつ効率的に収集・分析する調査研究に着手した。研究成果の
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具体的には 「基幹的調査研究」では （１）研究課題「大規模汎用日本語データベースの， ，
構築とその活用に関する調査研究」及び（２）研究課題「国民の言語行動・言語意識・言語
能力に関する調査研究」の２件を実施し，それを踏まえて（３ 「研究成果の活用による日）
本語像の提案」を行う。また 「喫緊課題対応型調査研究」では，当面は （４ 「文化審議， ， ）


















。 ， ， 。実施した また 敬語使用の実態と意識に関して 全国約1,000地点で面接調査を実施した
「全国規模の「ことば」情報の収集・分析」については，各地の中核的研究者から構成




















































































専門家を対象とした研究発表会（ 方言文法の全国分布と全国方言調査の将来像 ）の開催や「 」


















































































































































， ， 。成 国語辞典編集の効率化 言語情報処理の精度向上など幅広い分野での貢献が期待できる
本コーパスは，日本社会にとって多方面での活用が確実な知的資源としての価値を有する。
具体的には，新聞，雑誌，書籍等から書き言葉のサンプルをバランスよく収集し，言語研









特別奨励研究員：＊佐野大樹（1/1～ ，間淵洋子，＊北村雅則（10/1～ ，） ）
＊冨士池優美（10/1～ ，＊近藤明日子（10/16～））
， ， ， ， ，研究補佐員：秋元祐哉 稲益佐知子 吉田谷幸宏 ＊大石有香(9/1～) ＊神野博子(9/1～)
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[10] 尾崎喜光「夫は「主人」？ 呼称で激論 『朝日新聞 ，(2006.10.22)［コメン」， 』
ト掲載］
[11] 尾崎喜光「夫を何と呼ぶ？ 『北海道新聞 ，(2006.11.10)［コメント掲載］」， 』
[12] 尾崎喜光「家族の呼び方問題 緊急アンケート」，『女性セブン』(小学館)，
(2006.12.14)［コメント掲載］
[13] 尾崎喜光「＜あっと！＠デ～タ＞ 敬語を一番使うのは20代 『朝日新聞』(be」，
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[16] 三井はるみ「衰退する東京弁：山の手言葉の「ざあます 『東京新聞 ，(2006.」」， 』
11.8)
























































所外協力者：関根健一（読売新聞社 ，徳田安春（聖路加国際病院 ，中山恵利子（阪南） ）
大学 ，宮田公治（松蔭大学 ，茂木俊伸（鳴門教育大学）） ）
【調査及び研究の進捗状況】
（１）外来語等の難解な言葉を分かりやすくする提案
























































[3] 田中牧郎「外来語の定着度 『日本行動計量学会第34回大会発表論文抄録集 ，pp.」 』
64-65，平成18年



































































「 」 ，文化審議会答申 これからの時代に求められる国語力について (平成16年２月)では
「国語力」はきわめて多様な側面を持つ重層的な「力」として示されており，複雑な内


















































































の調査は 「略字 「俗字」の使用範囲，使用層，伝承の過程などの実態を解明する， 」，
ための意識調査も兼ねている。第２回Web調査によって，Web調査の手法の有効性と課
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[1] 高田智和 「 新しい文字」の発生とその要因 『日本語学』第25巻第9号，明治，「 」，
書院，2006年8月







































































































































































， ，エ 日本語教育基本語彙を選定し その語彙の範囲内で記述を行うということまでは
今回は行わない。
オ 上記に基づき 「意味・使用の単位となる表現のリスト＋用例」からなる基礎デ，




矢澤真人氏（ 明鏡国語辞典 （大修館書店，編集委員 ，砂川有里子氏（ 日本語文型『 』 ） 『
























































































































所外協力者： 日本語教育年鑑』執筆者・編集協力者 『日本語教育論集』編集員会『 ，






， ， ， ， ，育データベース研究会 コミュニケーション能力研究会等を活用し 人 物 データ
情報等の観点から言語教育データベースの基本的枠組みについて検討した。
② 国内外の言語教育データベースの構築・運営及び自国語普及政策・施策等の検討に
， ， ， （ ） 。関しては アメリカ イギリス 韓国に焦点を当てて実態調査 委託調査 を行った
③ 現有言語データ等の発信のための再構成として，過去の言語データ（作文語彙，教
育基本語彙，会話ストラテジー調査データ，中国帰国者教材開発調査データ，二字漢
， ） （「 」 ），字語属性情報 擬態語・擬声語データ等 の再整理 にほんご学びネット と連携
追加更新，改変，ネット発信を行った。






























































① 『日本語教育年鑑2006年版 （くろしお出版，12月 『日本語教育論集23 （国立国語』 ）， 』



























































































































Ａ 所刊行物の件数 報告書による公表 ２９件










































































































（東京学芸大学 ，庄司惠雄（お茶の水女子大学 ，柴原智代（国際交流基金日） ）
本語国際センター ，池上摩希子（早稲田大学 ，小河原義朗（北海道大学 ，） ） ）












































・ 新 聞 ０名

































































執筆協力者：阿刀田高氏（小説家 ，養老孟司氏（解剖学者 ，桜井洋子氏（NHKアナ） ）





































， 『 』 。げてきたが 提案の全体を普及書 分かりやすくする外来語言い換え手引き にまとめた
なお，この本と関連する別の内容の刊行物としては，平成18年３月刊行の『新「ことば」
シリーズ19 「外来語と現代社会 （国立印刷局）があり,こちらは,現代社会に生きる私た』 」
， 。ちは外来語とどう付き合っていけばよいのかという立場で より広い話題をまとめている


















・ 問答形式の解説「ことば事情 ： 放送と漢字 （柴田実氏 「教科書の文字 （小」「 」 ）， 」


















p.1 表紙写真 「暮らしに生きることば （言葉に関するエッセイ）， 」
p.2～ 3 「研究室から （国立国語研究所の研究事業の紹介・解説）」
p.4～ 5 「解説 「刊行物紹介 「 ことば」フォーラムの報告」ほか」 」「





























































































































































































毎回 開催地域の自治体 立川市 京都市 が発行する広報紙 メールマガジン 京， （ ， ） ， （
都ほっと情報）等に開催案内が掲載・発送された。
④ 月刊誌への掲載




























































































































































所外協力者：佐藤亮一，江川清（広島国際大学 ，田原広史（大阪樟蔭女子大学 ，） ）
鳥谷善史，真田信治（大阪大学 ，真鍋一史（関西学院 ，水野義道（京都工芸） ）

























［ ，『 』 ， ］① 国語に関する研究文献情報等の収集・整理 国語年鑑2006 年版 の編集 刊行













， ， ，エ メディア上に現れた言語生活関連情報の収集と整理 目録作成 動向分析として
「ことばに関する新聞記事」の収集と目録作成は，2006年分として約４千件のデー


























































































































































































（５ 「博報日本語海外研究者招聘プログラム （主催：財団法人博報児童教育振興会）） 」
上記事業の（１ 「招へい研究員」が，研究所の研究レベル向上のための招へいであり，）




































・ 海外研究者の研究所への訪問・研究交流 １件（語言文字応用研究所（中国 ））




























講演者（予定 ：イ サンギュ（韓国・国立国語院 ，Joachim Herregen (ドイツ・マルブ） ）
ルグ大学 ，Heinrich Ramisch (ドイツ・バンベルグ大学 ，Maria-Pilar Perea） ）
）， （ ），(スペイン・バルセロナ大学 Hans Goebl オーストリア・ザルツブルグ大学
David Heap（カナダ・西オンタリオ大学 ，岩田礼（金沢大学 ，真田信治（大阪） ）












































語語学,社会言語学, 対照言語学等 ，言語教育領域（日本語教育概論, 日本語教授法, 第）
二言語教育論, 日本語教育教材論等 ，社会・文化領域（現代日本の社会と教育, 比較文）













担当者（プログラム委員の名称のみ記載 ：柳澤好昭（～９月）, 熊谷智子, 福永由佳,）
金田智子, 横山詔一（～９月 ，宇佐美洋（10月～））








































































































（１ ［コア・スタッフ（井上，前川，山崎 ］） ）
① 演習（週1回，前期・後期）
担当科目：記述文法・対照言語研究（井上 ，音声・音韻論（前川 ，） ）
語彙研究・計量日本語学（山崎）
② 修士論文作成指導













（２ ［協力スタッフ（田中 ］） ）
① 講義（週１回，後期）
担当科目 言語コーパス研究（田中）












































































































































評 定 平成17年度 第１期
項 目 数 ２０ ２０
Ａ+ (特優) ２ ０
Ａ (十分に履行) １７ ２０
Ｂ (ほぼ履行) １ ０
Ｃ (不十分な履行) ０ ０





































役 職 転 入 転 出
課長補佐 １名(東京大学より) １名(東京大学へ)
係 長 １名(東京医科歯科大学より) ２名(東京大学, 東京医科歯科大学へ)
合 計 ２名 ３名
② 研究系職員の異動実績
職 名 在 職 者 新規採用 転出・退職等
研究員(常勤) ※１ ４２名 １名 ３名
任期付研究員 ※２ ０名
特別奨励研究員 ※３ ５名 ４名







， 。 ， ，研究機関等の求めに応じ 職員を派遣した なお マスメディア対応実績については
「９．普及広報事業の総合的な企画・運営の実施」を参照のこと。
派 遣 先 件 数 内 訳
大学非常勤講師 ５０件 国公立大学35件, 私立大学12件, その他3件
委員会等委員 ５４件 国の機関等10件, その他44件








研 修 種 類 件数・参加者数
所内研修会(科研費, 人事評価) ４件 １８７名













































区 分 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度
獲得金額合計 22,294万円 24,848万円 12,174万円 8,769万円 16,139万円
（内訳）
科学研究費補助金 5,051万円 5,402万円 4,691万円 4,646万円 11,356万円
（件数） 21件 22件 22件 25件 31件
科学技術振興調整費 12,095万円 11,996万円
1件 1件 0件 0件 0件
国等の委託費等 4,216万円 6,323 万円 5,464 万円 2,895万円 1,567万円
2件 3件 4件 4件 2件
博報日本語海外研究者 2,164万円
招へいプログラム事業 1件
版権及び著作権使用料 932万円 1,127万円 2,019万円 1,228万円 1,052万円





























， 。ア 出版社から増刷を含め 調査研究の成果を内容とする市販本等の出版が行われた
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【研究課題名】代表性を有する大規模書き言葉コーパスの構築：21 世紀の日本語
研究の基盤整備（特定領域研究） 
































































校～高等学校の現行の教科書 121 冊（約 800 万字）を入力した。日本語教育班で利用す
る日本語教科書については，中級 30 冊（約 375 万字）を入力した。これらの教科書につ
いては，電子化仕様を統一して，データが有効に活用できるようにした。 









(1)『現代日本語書き言葉均衡コーパス』短単位規程集 Version 1.2（執筆：小椋秀樹） 
(2)『現代日本語書き言葉均衡コーパス』におけるサンプル構成比の算出法―現代日本語
書き言葉の文字数調査―（執筆：丸山岳彦，秋元祐哉） 
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２．研究発表 
 以下の学会，研究会において研究発表を行った。 
(1)社会言語科学会第 18 回大会（2006 年 8 月 27 日，北星学園大学）１件 
(2)計量国語学会第 50 回大会（2006 年 9 月 30 日，国立国語研究所）１件 
(3)第 45 回中部日本・日本語学研究会（2006 年 10 月 14 日，岐阜大学）１件 
(4)日本語文法学会第 7 回大会（2006 年 10 月 29 日，神戸大学）１件， 
(5)International Symposium on Linguistic Patterns in  Spontaneous Speech[LPSS2006](2006
年 11 月 17 日,Academia Sinica,Taiwan)２件 
(6)漢字文献情報処理研究会第 9 回大会(2006 年 12 月 16 日，大津市)１件 
(7)第 13 回言語処理学会（2007 年 3 月 20～22 日，龍谷大学瀬田学舎）５件 
３．会議，研究会等 
(1)特定領域「日本語コーパス」平成 18 年度全体会議（2006 年 9 月 9～10 日，国立国語
研究所） 
(2)現代日本語書き言葉均衡コーパス仕様説明会(2006 年 11 月７日 NAIST 東京事務所） 
(3)特定領域研究「日本語コーパス」平成 18 年度公開ワークショップ（研究成果報告会）
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【研究課題名】話し言葉コーパスに基づく言語変異現象の定量的分析 
（基盤研究Ｂ） 





 代表者らが 1999～2003 年に構築して一般公開した世界最大の自発音声データベースであ
る『日本語話し言葉コーパス』を定量的かつ多面的に解析することによって, 現代日本語の
自然な話し言葉における種々の言語変異（linguistic variations）の実情を把握し, その分















菊池英明, 前川喜久雄. "韻律研究のための日本語話し言葉コーパス XML 文書作成," 人工知
能学会研究会資料, SIG-SLUD-49, pp.3-8, 2007:03. 
小磯花絵.『日本語話し言葉コーパス』を用いた対話と独話の比較－統語的特徴に着目して－  
『社会言語科学会第 18 回大会発表論文集』, pp. 208-211, 2006:8.   
前川喜久雄，五十嵐陽介.「２モーラ有核助詞の韻律上の独立性―『日本語話し言葉コーパス』
の分析―」,音声研究, 10 (2), pp.33-42, 2006:8.  
前川喜久雄.「日本語発音辞書の改良」『日本語の教育から研究へ』くろしお出版,pp.119-132, 
2006:11 
Yasuharu Den. “Prolongation of clause-initial mono-word  phrases in Japanese.” Proceedings of the 
International Symposium on Linguistic Patterns in Spontaneous Speech, pp. 251-263, Taipei, 
2006:11. 
Kikuo Maekawa. "Analysis of Language Variation Using a Large-Scale Corpus of Spontaneous 
Speech", Proceedings of the International Symposium on Linguistic Patterns in Spontaneous 
Speech. pp. 15-37, Taipei, 2006:11 (INVITED). 
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【研究課題名】多文化共生社会に対応した言語教育政策の構築に向けた学際的研
究－複合領域としての日本語教育政策研究の新たな展開を目指して－ 
                             （基盤研究Ｂ） 
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【研究課題名】地理情報システムに基づく言語地理学の再構築（基盤研究Ｂ） 

















 初年度にあたる本年度(H18 年度)は，研究全体の基盤形成を中心に研究を進めた。 
(1)研究打ち合わせ a.新しい言語地理学の方向性の確認，b.GIS に関する基礎的知識の
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【研究課題名】対照研究の成果を生かした中国語母語話者向け日本語文法教材の
開発（基盤研究Ｃ） 
【研究期間】平成 15 年度～平成 18 年度（４年次） 
【研究組織】代表者：井上優 
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【研究課題名】電子政府６万字種データベースに準拠した海外日本語研究者向け
Web 漢字辞書の作成（基盤研究Ｃ） 
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【研究課題名】日本語教育における協働志向の実践研究に関する調査研究 
      －実態調査と方法論の検討－     （基盤研究Ｃ） 
【研究期間】平成 16 年度～平成 18 年度（３年次） 
【研究組織】代表者：金田智子 
      分担者：石井恵理子（東京女子大学） 文野峯子（人間環境大学） 
      協力者：木谷直之（国際交流基金日本語国際センター） 
          吉本惠子（文化外国語専門学校） 































 協働志向の教育実践・実践研究のデータベース（全 200 件）を完成した。研究報告書は，
平成 19 年度に刊行予定である。 
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【研究課題名】医療における専門家と非専門家のコミュニケーションの適切化の
ための社会言語学的研究（基盤研究Ｃ） 



















 平成 18 年度は，医師を対象に Web 調査，患者医師双方を対象に面接調査を実施し，調
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【研究課題名】日本語学習者の書き言葉に関する対照言語学的・文章論的研究 
（基盤研究Ｃ) 
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【研究課題名】三者面接調査における回答者間相互作用のバリエーションに関す
る研究（基盤研究Ｃ） 
【研究期間】平成 18 年度～平成 20 年度（１年次） 
【研究組織】代表者：熊谷智子 




















 平成 18 年度は，調査・分析方法の立案を行い，面接調査談話の収集を行った。調査談
話データの収集は，各地域について 12 件（友人および初対面，男女各３ペア）を目標数







 平成 18 年度の研究において収集したデータをもとに，以下の口頭発表を行った。 
・木谷直之・熊谷智子（2007）「三者面接調査における初対面回答者の参与行動」『社会
言語科学会第 19 回発表論文集』pp.98-101 
・熊谷智子（2007）「言語行動と「属性」」（シンポジウム：社会言語学における「人の社
会的属性」の扱いを問い直す）『社会言語科学会第 19 回発表論文集』pp.366-368 
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【研究課題名】方言談話データベースを活用した表現法の変化に関する研究 
                             （基盤研究Ｃ） 
【研究期間】平成 18 年度～平成 20 年度（１年次） 
【研究組織】代表者：井上文子 















 平成 18 年度は，『全国方言談話データベース』の調査地点の中から，新規に談話を収
録する地点として，秋田県湯沢市角間を選定し，高年層（70 歳代）4 名の談話，若年層















   （談話音声，談話映像，文字化，共通語訳） 
 （２）秋田県湯沢市角間における若年層談話資料 
   （談話音声，談話映像，文字化，共通語訳） 
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【研究課題名】コーパス言語学の方法に基づく言文一致現象の解析（基盤研究Ｃ） 
【研究期間】平成 18 年度～平成 19 年度（１年次） 
【研究組織】代表者：田中牧郎 




























て―」（『日本語辞書学の構築』平成 18 年 5 月，おうふう） 
 ｂ田中牧郎「新語の普及と語彙の更新」（『言語』35-11，平成 18 年 11 月，大修館書店） 
ｃ岡部嘉幸「雑誌『太陽』における時の助動詞について―文体と時の助動詞について
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【研究課題名】日本語教育場面における社会的相互作用と学習の関係性の解明  
（基盤研究Ｃ） 





































究を例として」『日本教育心理学会第 48 回総会発表論文集』（日本教育心理学会）, 
pp. S36-S37. 
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【研究課題名】加齢による社会活動の変化にともなう言語使用の変化に関する研 
究（萌芽研究） 
【研究期間】平成 18 年度～平 20 年度（１年次） 
【研究組織】代表者：尾崎喜光 
      分担者：村中淑子（姫路獨協大学） 




















の備えとした。インタビューできた人数は計 28 人（16 グループ）であった（札幌 12 人










人（札幌 516 人，姫路 427 人），親 50 人（札幌 46 人，姫路４人）であった。 
 
【研究成果】 
・大鐘秀峰「加齢による言葉の変化について①」第 170 回北海道方言研究会（11 月） 
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【研究課題名】音声コーパスを用いた対話と独話の比較  
－ 韻律的・統語的特徴に着目して －     （若手研究Ｂ） 
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【研究課題名】現代日本語の話し言葉に現れる「言い直し表現」の体系化に関する
研究（若手研究Ｂ） 





























の機能的分析」. 『日本語文法学会 第７回大会発表予稿集』, 195-202. 日本語文
法学会. （2006 年 10 月，神戸大学） 
 Maruyama, Takehiko and Shin'ichiro Sano (2006) ``Classification and Annotation of 
Self-Repairs in Japanese Spontaneous Monologues'', LPSS - Linguistic Patterns in 
Spontaneous Speech, 283-298. (November 2006, Academia Sinica, Taipei) 
 丸山岳彦・佐野真一郎 (2007)「自発的な話し言葉に現れる言い直し表現の機能的分
析」. 『言語処理学会 第 13 回年次大会 発表論文集』, 1026-1029. 言語処理学会. 
（2007 年 3 月，龍谷大学） 
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【研究課題名】国語辞典における多義語の意味レベルの使用実態と意味構造の解
析（若手研究Ｂ） 





























  東京女子大学 mog の会研究会において，7 月と 11 月に口頭発表したほか，下記の成果
報告を行った。 
柏野和佳子「国語辞典における多義語の意味区分の比較」『人工知能学会第 2 種研究
会 ことば工学研究会資料』SIG-LSE-A601-4,p.37-43, 2006 年 8 月 
柏野和佳子「国語辞典における多義語の意味記述の比較」『言語処理学会第 13 回年次
大会発表論文集』, p.863-866, 2007 年 3 月 
（編集）特定領域研究「日本語コーパス」平成 18 年度研究成果報告書『辞書編纂談
義―水谷静夫先生が語る―』（全 96 ページ），2007 年 3 月 
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【研究課題名】サハリンに残存する日本語の地位に関する調査研究（若手研究Ｂ） 
 
















を対象にした調査を 2006 年 11 月 18 日から 26 日にかけてサハリン州・ポロナイスク市で
実施した。また，日本に引き揚げてきた日本人に対する調査を北海道稚内市で 2006 年 6
月 18 日～21 日にかけて実施した。 
 
【研究成果】 
朝日祥之（2006）「サハリンの日本語」『文化庁月報』456 号  
朝日祥之（2007）「北へ渡った日本語」『文部科学教育通信』167 号 
Asahi, Yoshiyuki. (2006) “An endangered Japanese contact variety in Sakhalin Island" 
3rd Kobe-Oxford Seminar, St. Katherine College, University of Oxford, Kobe 
Asahi, Yoshiyuki. (2006) “Japanese-related language contact in North: Evidence from 
Sakhalin Island, Russia.“ First Conference on Language Contact in Times of 
Globalization, University of Groningen, the Netherlands. 
Asahi, Yoshiyuki. (2006) "Sakhalin Japanese: Past, Present and Future." A paper read 
at NAJS2006 (Nordic Association for the Study of Contemporary Japanese 
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【研究課題名】「デジタル版山梨方言辞典」作成のための調査研究とデータ構築 
                 （若手研究Ｂ） 


























構築」について」『山梨ことばの会会報』14  pp17-25，山梨ことばの会，(2006.09) 
吉田雅子「方言関係新刊書目」『日本方言研究会第 83 回研究発表会発表原稿集』pp68-77，
日本方言研究会，(2006.11) 
吉田雅子「行くだろう-『方言文法全国地図』第 237 図-」『月刊言語』35-12(425)  pp64-67，
大修館書店，(2006.12) 
吉田雅子「『口語法分布図』と『方言文法全国地図』」『方言文法の全国分布と全国方
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【研究課題名】海外日本語教育用 Web 漢字辞書の開発研究（若手研究Ｂ） 















 平成 19 年度は，以下の３点を実施した。 
  (1) ニーズ調査および現状把握 
 漢字学習の現場での実態や困難点について，現場教師に対する聞き取り調査や意
 見交換によって知見を得た。 










 Yokoyama, S., & Wada, Y. (2006) 
  A logistic regression model of variant preference in Japanese kanji: An integration 
  of mere exposure effect and the generalized matching law. Glottometrics, vol. 12, 
  63-74. 
口頭発表等 
 Wada, Y., Fujiwara, H. & Koda, K. (2006) 
  Development of structural sensitivity among JSL learners. 
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【研究課題名】「外国人にとってわかりにくい日本語」の判断基準に関する研究 
（若手研究Ｂ） 


































































































































































































































































































































































































































よる災害を受けた役員に対する福祉事業については 特定独立行政法人の職員の例による (役， 。
員に係る労働者災害補償保険法の適用除外)






























































































































































































附 則 (平成一二年一一月二七日法律第一二五号) 抄
(施行期日)
第一条 この法律は，公布の日から施行する。
附 則 (平成一四年二月八日法律第一号) 抄
(施行期日)
第一条 この法律は，公布の日から施行する。
















































































































































































附 則 （平成一二年五月二六日法律第八四号） 抄
（施行期日）
第一条 この法律は、平成十二年六月一日から施行する。
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【 別 紙 】     
平成１８年度～平成２２年度予算 
 
独立行政法人国立国語研究所     
（単位：百万円）    
 
 区     分  金     額 
 収  入 
     運営費交付金 
   受託収入 
     版権使用料・施設使用料等 
 
     計 
 
                        ５，４７９ 
                             ２０ 
                             ４６ 
 
                        ５，５４５ 
 
 支  出 
     業務経費 
    うち調査研究事業費 
         日本語情報資料収集事業費 
 
   一般管理費 
   受託事業費 
     人件費 
        管理部門 
     事業部門 
 
     計 
 
                        ２，２８０ 
                        １，３１５ 
                          ９６５ 
 
                            ２８２ 
                             ２０ 
                        ２，９６３ 
              ６９２ 
            ２，２７１ 
 




   期間中 ２，４９５ 百万円を支出する。 
 
    一般管理費       ５８２百万円 
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［運営費交付金の算定ルール］ 
１） 業務部門人件費 
 毎事業年度の業務部門人件費 (P) については，以下の数式により決定する。 











 毎事業年度の業務経費 (R) については，以下の数式により決定する。 
 R(y) = {R(y-1) - ε(y-1) } ×β(係数) × θ(係数) × γ(係数) ＋ ε(y) 
  R(y) ：当該事業年度における業務経費。R(y-1)は直前の事業年度における R(y)。 







  θ  ：消費者物価指数。各事業年度の予算編成過程において，当該事業年度における具体的な係
数値を決定。 




 毎事業年度の人件費 (Pk) については，以下の数式により決定する。 
 Pk(y) = Pk(y-1) × δ(係数) × σ(係数) 
  Pk(y) ：当該事業年度における管理部門人件費。Pk(y-1)は直前の事業年度におけるPk(y)。 









 毎事業年度の一般管理費 (Rk) については，以下の数式により決定する。 
 Rk(y) = Rk(y-1) × π(係数) × θ(係数)  
  Rk (y)：当該事業年度における一般管理費。Rk (y-1) は直前の事業年度における Rk (y)。 
  π   ：効率化係数（一般管理費）。中期目標に記載されている削減目標を踏まえ，事業の効率
化等を勘案して，各事業年度の予算編成過程において，当該事業年度における具体的な数
値を決定。 
 - 171 -




 毎事業年度の自己収入（受託研究を除く。） (E) の見積り額については，以下の数式により決定す
る。 
 E(y) = E(y-1) × μ(係数) 
  E(y) ：当該事業年度における自己収入の見積り額。E(y-1) は直前の事業年度における E(y)。 




 毎事業年度に交付する運営費交付金 (A) については，以下の数式により決定する。 
 A(y) = P(y) ＋ R(y) ＋ Pk(y) ＋ Rk(y) - E(y) × λ(係数) 
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独立行政法人国立国語研究所     
（単位：百万円）    
 
 区     分  金     額  
 費用の部 
     経常費用 
    調査研究事業費 
       日本語情報資料収集事業費 
     一般管理費 
       受託事業費 
       人件費 
         管理部門 
      事業部門 




     運営費交付金収益 
     受託収入 
     版権使用料・施設使用料等 
     資産見返運営費交付金戻入 
     資産見返物品受贈額戻入 
      資産見返寄付金戻入 
 
                      ５，５２５ 
                        １，２６５ 
                          ９１５ 
                            ２３２ 
                             ２０ 
                        ２，９６３ 
              ６９２ 
            ２，２７１ 
                       １３０ 
 
 
                        ５，５２５ 
                        ５，３２９ 
                             ２０ 
                              ４６ 
                         １００ 
                          １０ 
                              ２０ 
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独立行政法人国立国語研究所    
（単位：百万円）   
 
 区     分  金     額  
 資金支出 
     業務活動による支出 




     業務活動による収入 
       運営費交付金による収入 
       受託収入 
      版権使用・施設使用による収入 
                       ５，５４５ 
                       ５，３９５ 




                       ５，５４５ 
                  ５，４７９ 
                            ２０ 




























































































































































































































































































































平成 6年 1月 第１回国際シンポジウム開催














































役 員 所 長 杉戸 清樹 研 究 員 朝日 祥之
理 事 齊藤 秀昭 〃 米田 純子
監事 窪川 秀一 言語問題 グループ長 田中 牧郎(非常勤)
〃 工藤眞由美 グループ 主任研究員 三井はるみ
管 理 部 部 長 上野喜代人 情報資料部門 部 門 長 熊谷 康雄
総 務 課 課 長 田島 正幸 上席研究員 米田 正人
課 長 補 佐 仙波 恵子 資料整備 グループ長 井上 文子
総務係 係 長 関 達夫 グループ 研 究 員 森本 祥子
一 般 職 員 新井田貴之 〃 礒部よし子
〃 鈴木美保子 〃 小高 京子
企画評価係 一般職員 國谷 勝伸 〃 中山 典子
人事係 係長(兼務：仙波恵子） 文献情報 グループ長 伊藤 雅光
主 任 堀江 直子 グループ 主任研究員 池田理恵子
会 計 課 課 長 冨澤 広 〃 新野 直哉
課 長 補 佐 五十嵐敏男 研 究 員 塚田実知代
財務係 係長(兼務： ） 電話応対 グループ長 山田 貞雄五十嵐敏男
一 般 職 員 長谷川 愛 グループ
経理係 係 長 大沼 徹 図書館担当 グループ長（兼務：熊谷康雄）
主 任 安藤 直明 グループ 一般職員 綱川 博子
契約係 係 長 林 哲也
一 般 職 員 木村 友恵
日本語教育基盤情報センター
研究開発部門 部 門 長 相澤 正夫 センター長 柳澤 好昭
上席研究員 吉岡 泰夫 整備普及 グループ長 野山 広
言語資源 グループ長 前川喜久雄 グループ 主任研究員 嶋村 直己
グループ グループ長 山崎 誠 研 究 員 早田美智子
研 究 員 小椋 秀樹 用例用法 グループ長 井上 優
〃 小木曽智信 グループ 研 究 員 植木 正裕
〃 柏野和佳子 学習項目 グループ長 金田 智子
〃 小磯 花絵 グループ 研 究 員 福永 由佳
〃 高田 智和 評価基準 グループ長 宇佐美 洋
〃 丸山 岳彦 グループ 研 究 員 杉本 明子
〃 山口 昌也
〃 小沼 悦
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 予  算  
歳 出 予 算 科学研究費補助金 年 

















   597,656 
 
   576,563 
 
     579,774
千円
     701,898 
 
     783,095 
 
     791,298 
 
     608,226 
 
    539,372 
千円
     1,319,186 (1,194,977)
 
     1,388,742 (1,199,848)
 
     1,388,954 (1,321,035)
 




   21 
 
   22 
 




   31 
千円
     50,510 
 
     54,020 
 
     46,910 
 
     46,460 
 
    113,560
 
注）①(  ) は運営費交付金 




 建  物 
 




  独立行政法人 
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